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自

記

年

譜

小
堀
桂
一

郎

〔

幼
少
期〕

　
昭

和
八

年
九

月、

東
京
市
本
郷
區

（
當
時
）

に

生

る
。

父

は

洋
畫
家
に

し

て

常
に

終
日

家
居、

ア

ト

リ

エ

に

籠
り

居
る

型
の

人

な

り
。

昭

和
十

五

年
四

月、

福
山
藩
々

校
誠
之
館
の

後
身
と

せ

ら

る

る

匠
立

誠
之

小

學
校
に

入

學、

第
四

學
年
修
了
ま

で

在

籍
す

。

昭

和
卜

九

年
四

月、

強
制
疎
開
の

た

め

家
を

取

毀
さ

れ、

靜
岡
市
郊
外
に

移

佳
す

。

流
離
の

悲

哀
は

あ

れ

ど

も

田

園

生

活
の

悗
樂
を

知
り

て

喜
び

も

深
し。

昭

和

二

十

年
四

月、

沼

津
市
に

移
住、

そ

の

年
小
學
校
六

年
生

に

し

て

敗
戰
と

占
領
開
始

に

件
ふ

時
相
の

變
轉
と

人

心

の

頼
み

難
き

を

經
驗
す。

昭

和
二

十
一

年
四

月、

沼
津

中
學
校
（

舊
制
）

に

入

學、

學
制
改
革
の

た

め

そ

の

ま

ま

新
制
沼
津
東
高
等
學
校
の

生

徒
と

な

り、

卒
業
前
病
氣
休
學
の

こ

と

あ

り

し

た

め

都
合
七

年
間

同
校
に

在
學
し、

昭

和
二

十
八

年
二

月
漸
く

卒
業
す

。

幸
ひ

に

し

て

保
守
的

堅
實
の

校
風
な

り

し

た

め、

國
語
・

漢
文

の

師
（

複
數
）

に

愛

さ

れ
、

歴
史
的
假
名
遣
使
用
へ

の

固
執
に

つ

き

注

意
を

受
け

た

る

記
隠
な

し
。

〔

學
歴〕

昭

和
二

十
九
年

。

四

月、

東
京
大
學
教
養
學
部
に

入

學
。

標
準
よ

り

二

年
遲
れ

の

進

　
學
な

れ

ど

も

健
康
十

分
に

恢
復
し

を

り、

學
寮
生

活
を

大

い

に

樂
し

む。

學
部
・

　
專
攻
を

異
に

す
る

友

人
を

多
く

得
た

る

こ

と

を

牛

涯
の

寶
と

す。

昭

和．
二

十
三

年。
．一、

月、

東
京
大
學
交

學
部
獨
逸
文

學
科
を

卒
業
す

。

但
し

在
學
中

自

記

年

譜

小
堀
桂
一
郎

　

熱
心

に

聽
講
し

た

る

は

吉
川

逸
治

教
授
の

「

西
洋
美
術
史
・

文

藝
復
興
期
」 、

原

　

佑
教
授
の

「

ハ

イ

デ
ッ

ガ

ー

研
究

（

『

存
在
と

時
間
』

論
）

」
、

卒
井
正

穗
教
授
の

　
「

イ

ギ

リ

ス

浪
漫
土
義
の

諸
問
題
」

等
な

り。

同
年
四

月
就
職
準

備
の

た

め、

教

　

養
學
部
教
養
學
科
に

學
士

入

學
す。

非

常
勤
講
師
と

し

て

出

講
さ

れ

ゐ

た

る

竹
山

　
道

雄
氏
の

講
義
・

演
習

を

受
講
し

深

き

感
化
を

受
く。

又

島
出

謹
二

教
授、

菊
池

　
榮
一

教
授
の

謦
咳
に

接
し

研
學

の

志
を

新
た

に

す。

昭

和

三

髭
四

年
。

四

月、

大

學
院
比

較
文
學
比

較
文
化
專
門
課

程
に

入

學
。

五

月、

　
冂

本
ゲ

ー

テ

協
會
の

募
集
し

た

る

ゲ

ー

テ

研

究
懸
賞
論
文
に

「

フ

ァ

ウ
ス

ト

研

　
究
」

を

以

て

應
募
し、

十
［

月、

第
一

囘

日

本
ゲ

ー

テ

賞
搜
賞
と

通
知

せ

ら

る
。

　
教
室
に

て

は

富
士

川

英
郎
教
授
の

リ

ル

ケ、

ホ

ー

フ

マ

ン

ス

タ

ー

ル

の

講
義
を

熱

　
心
に

聽

講、

又

島
田

謹
二

教
授
の

私
設
助

手
と

し

て

師
の

『

ロ

シ

ア

に

お

け

る

廣

　
瀬
武
夫
』

研

究
の

資
料
探
索
に

協
力、

却

り

て

多
大

の

御
示
教

を

受
く。

昭

和
ゴ 、
十

六

年
。

三

月、

大
學
院
比
較
文
學

比

較
文
化
専
門

課
程

修
士

課

程
を

修
了

。

　
四

月、

ド

イ

ツ

連
邦
共
和
國
フ

ラ

ン

ク

フ

ル

ト
・

ア

ム

・
マ

イ

ン

市
の

J
・

W
・

　
ゲ

ー

テ

大

學
に

留
學
す

。

此

は

右
に

記
し

た

る

日

本
ゲ
ー

テ

賞
の

副
賞
と

し

て
、

　
ゲ

ー

テ

大

學
よ

り

奬
學
金

を

支
給
せ

ら

れ

し

故
な

り
。

留
學
と

い

ふ

も

特
別
の

義

　
務
な

く、

む

し

ろ

交
友
と

遊

樂
に

専
念
す

。

八

月、

ベ

ル

リ

ン

市
に

於
け

る

「

恥

　
辱
の

壁
」

構
築
事
件
に

遭

遇

し、

計
會
主
義
體
制
の

實
體
を

知
る

機
縁
と

な

る
。

　
同
月
シ

、一
タ

ル

ン

ベ

ル

ク

湖

地

方
に

族
し
、

森
鴫
外

の

ド

イ

ツ

留
學
を

研
究

課
題

　
と

す

る

の

着
想
を

得
る
。

『

う

た

か

た

の

記
」

の

點
景
を

な

す

國
王

溺
死

事
件
の

　
史
實
に

つ

き

資
料
を

集
む

。

昭
和
三

十
七

年
。

八

月、

二

週

間

餘
バ

イ
ロ

イ

ト

に

滯
在
し

音
樂

祭
の

全

演
目

（

ヴ

　
ァ

ー

グ

ナ

ー

の

歌
劇
・

樂
劇
計
八

曲
）

を

觀
劇
す
る

機
會
を

得、

心

裡
に

深
き

記

　
憶
を

刻
む。

昭
和

三

卜
八

年
、

一

月、

南
佛
を

族
し、

P
・

ヴ
ァ

レ

リ

イ

の

故
郷
セ

ト

に

「

海
邊7
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明
星

大

学
研
究
紀

要

【

日

本
文
化

学
部
・
一一一囗
語

文

化
学
科
】

第
十
二

号

　
二

〇
〇

四

飛

　
の

墓

地
L

を

訪
ひ

て

印
象
深

し
。

三

月、

歸
國

復
學
す。

〔
職
歴
・

事
歴

二
〕

（

明
星

大

學
着
任
前
）

昭

和
二

十
八

年
。

四

月、

日

本
ゲ

ー

テ

協
會
々

長
・

慶
應
義
塾
大
學
教
授
相
良
守
峯

　
博
士

の

配
慮

に

よ

り

同
大
學
經
濟
學
部
研

究
助
手
に

就
任

。

以

後
五

年
間
專
ら

研

　
究
に

從
事
す

る

こ

と

を

得
て

學
位
論
文
の

制
作
に

專
念

。

授
業
負

擔
は

至
つ

て

輕

　
微
な

れ

ど

も

小

人
數
演
習
等
を

通
じ、

學
生

と

の

關
係
甚
だ

良
好
に

し

て

終
生
の

　
交
友
を

結
ぶ

間
柄
と

な

り

た

る

も

あ

り

た

り。

こ

の

頃
歌
誌

「

董
牛
」

に

加
入

、

　
同
人
と

な

る
。

又

こ

の

年、

西

尾
幹
二
、

松
本
道
介、

故
柏
原
兵

三

等
の

結
成
し

　
た

る

「

し

ん

せ

い

會
」

に

加
入

、

同
人
誌

Z
Φ

ロ
Φ

ω

ニ

ヨ
ヨ
Φ

に、

そ

の

第
レ

ニ

號

　
を

以
て

の

休
刊
（

昭

和

四

十
五

年
七

月
）

ま

で

熱
心

に

寄
稿
す

。

昭
和
四

十
三

年
三

月
。

學
位
論
文

『

若
き

日

の

森
鴫
外
』

を

東
京
大
學
富
士

川

英
郎

　
教
授
を

屯

査

と

す

る

審
査

委
員

會
に

提
出

。

同
時
に

東
京
大

學
教
養
學
部
助
教
搜

　
に

就
任
の

勸
め

あ

り、

慶
應
義
塾
へ

の

恩
誼
斷
ち
難
き

思
ひ

あ

れ

ど

も

相
良
博
士

　
の

諒
解
を

得
て

東
京
大

學
に

移
籍
す。

昭

和
四

十
四

年。

＝ 、
月、

前
記

論
文

に

よ

り

文
學
博
十

の

學
位
を

受
く、

十
月、

同

　
書
は

東
京
大

學
出
版

會
よ

り

刊
行
さ

れ
、

翌

四

十
五

年
一

月
、

第
卜
九

囘

讀
質
文

　
學
賞
（

研
究
部
門
）

を

膾
ら

る
。

昭

和
四

十
六

年。

十
一

月、

岩
波
書
店
よ

り

第
三

次
『

鴎
外
全

集
』

の

刊
行
企
畫
せ

　
ら

れ、

そ

の

編
集
過

程
に

て

翻
譯

原

本
及

び

醫
學
關
係
の

資
料
調

査

を

擔
當
す

る

　
こ

と

と

な

り、

こ

の

面
で

の

自
身
の

研
究
も

進
展

す
。

昭

和
四

十
八

年。

日

本
文
化
會
議
に

加
入

す。

田

中
美
知
太

郎、

福
田

恆
存、

會
田

　
雄
次
等
諸
氏
の

値
遇

を

得
し

を

喜
ぶ

。

昭

和
五

十
一

年。

九
月、

東
大
比
較
文
學
會
機
關
誌
「

比

較
文
學
研
究
」

に

「

エ

ヴ

　
リ

マ

ン

説
話
」

の

研
究

を

發
表
し

た

る

を

機
會
に、

東
西

兩

洋
の

説
話
文
學
の

交

　
流
史
研

究

に

深

入

り
し

始
む

。

8

昭

和
五

十
二

年
。

八

月
、

富
士
川

英
郎
師
と

斑
鳩、

飛

鳥、

奈
良、

備
後
神
邊
に

遊

　
ぶ

。

昭

和
五

十
三

年
。

十
「

月
、

岩
波
書
店
よ

り

『

鴫
外
選
集
』

全
二

十
一

卷

の

刊
行

開

　
始
に

當
り、

そ

の

全

卷
の

作
品

解
説
と

資
料
解
題

を

單
獨
擔
當
す

。

昭

和
五

十
七

年
。

二

月、

宇
都
宮
市
栃
木
縣
立

美
術

館
に

て

租
父

歴

史
畫
家
小
堀

靹

　
音
の

歿
後
五

十
年
記

念
展
開
催
に

當
り、

砠
父
の

傳
記

を

草
し

て

同
美

術
館
の

圖

　
録
に

掲
載
す

。

七

月、

第
一

次
教
科
書
事
件
（

檢
定
結
果

虚
報
事
件
）

起
り、

オ

　
ピ

ニ

オ

ン

誌
紙
上

で

内
閣
官
房
及

び

文
部
省
と

左
翼
ジ

ャ

ー

ナ

リ

ズ

ム

を

嚴
し

く

　
批
判
す。

八

月、

前
年
「

諸

君
！

」

に

連
載
し

た

る

『

宰
相
鈴
木
貫
太

郎
』

を

文

　
藝
春
秋

よ

り

刊
行
す

。

九
月、

竹
山

道

雄
氏

に

隨
拌
し

て

記
録
映

畫
『

東
京
裁

　
到
』

の

試

冩
會
に

ゆ

く
。

竹
山

氏
よ

り

東
京
裁
到
の

「

再

檢
證
」

の

必

須
な

る

こ

　
と

を

示
唆
さ

る
。

十

月、
「

正

論
」

に

論
文
「

東
京
裁
判
史
觀
を

脱
却
せ

よ
」

を

　
執
筆
し

、

以
後
多
年
に

亙

る

東
京
裁
到
批
判
を

開
始
す

。

昭

和
五

十
八

年。
一，、
月、
「

竹
山
道
雄
著
作

集
」

奈

八

卷

の

刊
行
始
ま

る
。

編
纂
と

　
一

部
（
第
六

卷
）

の

解
説
を

擔
當
す

。

四

月、

前

年
刊
行
の

『

宰
相
鈴
木
貫

太

　
郎
』

に

對
し

第
十

四

囘

大

宅
壯
｝

ノ

ン

フ

ィ

ク

シ

ョ

ン

賞
を

贈
ら

る。

八

月、

國

　
民

文
化
研
究
會
圭
催
の

學
生

青
年
合
宿
教
室
（

於
雲
仙）

に

初

め

て

出

講
し、

以

　
後
度
々

に

及
ぶ

。

昭

和
五

卜

九
年

。

三

月、
「

教
科
書
正

常
化
國
民

會
議
」

に

參
加
し、

偏
向
教
科
書

　
の

是

正

運
動
に

取
組
む
こ

と

と

な

る
。

六

月、

竹
山
道

雄
氏
の

逝
去
に

遭
ふ
。

九

　
月、

前
年
よ

り

編
纂
刊
行
に

從
事
し

居
た

る

『

菊
池
榮
一

著
作
集
』

全

四

卷
完
成

　
す。

解
題
と

「

年
譜
」

作
成
を

擔
當
す。

昭

和⊥
ハ

十
年

。

九

月、

同
人
誌

三
里

牛
L

廢
刊
と

な

り、

歸
屬
を

失

ふ
。

二

年
後
誘

　
ひ

を

受
け

「

窓
日
一

に

加
人

す
。

昭

和
六

十
一

年。

五

月、

監
修
を

擔
當
し

ゐ

た

り

し

高
校
用

國
史
教

科
書
『

新
編
目

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　
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本
史
」

の

檢
定
結
果

を

め

ぐ

り

編
集
委
員
會
と

文
部
省
・

朝
冂

新
聞
と

の

間
に

軋

　

轢
發
生

し、

七

月、

第
二

次
教
科
書
事
件
所
謂
「

外
壓
檢
定
事
件
一

に

發
展
す。

　

編
者
代
表
と

し

て

編
集

圭

幹
朝
比

奈
正

幸
氏
と

共
に

度
々

の

封
文
部
省
交
渉
に

當

　
り、

激
論
徹
夜
に

及

び

し
こ

と

あ

り
。

八

月、

菊
池
榮
一

教
授
の

逝

去

に

遭
ふ
。

　

同
月
航
室
自
衞
隊

第
六

航
空
團

（

小

松
基

地
）

の

教
育
講
話
に

出
講、

以
後
二

澤、

　
入

間、

築
城
等
の

室
自
基
地

に

出

講
す

る

こ

と

度
々

に

及
ぶ
。

昭
和
六

十
二

年
。

三

月
、

東
京
大
學
教
養
學
部
研
究
紀
要

「

比
較
文
化
研

究
」

（
第

　
25
號
）

に

『

天

道
攷
』

を

發
表、

此

を

機
に

以

後
日

本
精
紳
史
の

研

究
に

圭
力

を

　
沖
ぐ
こ

と

と

な

る
。

右
の

研

究
は

同

紀
要

第
33
號

（

平

成
⊥

ハ

年
三

月
）

所
載
の

第

　
五

囘

を

以

て

中
斷
状

態
に

入

る
。

八

月、

十

五

日

の

第
一

囘
戰
歿

者
追
悼
中
央
國

　
民

集
會
に

參
加、

以

後
蓮
年
こ

の

日

の

靖
國

神
瓧

參

拜
と

集
會
出

席
を

缺
か

し

た

　
る

こ

と

な

し
。

十
月、

歌
誌
「

窓
日

」

同

人

と

な

る
。

昭

和
六

十

三

年。

聖

ヒ

の

御
不

例
に

鑒
み、

畏

れ

な

が

ら

も

皇

位
繼

承
儀
禮
（

就
中

　
大

嘗
祭）

の

研
究
に
、

同
憂
の

セ

と

共
に

盡
瘁
す。

李

成

元

年。

諒
闇
中
な

が

ら

皇
位
繼
承
儀
禮
と

皇

室
の

諸
問
題

に

つ

き

心

な

ら

ず
も

　
嚴

属
な

る

意

見

を

公

表

す
る

こ

と

頻
々

た

り。

卒
成
二

年。

前
年
に

引
續
き、

御
大
典
の

無
事
の

擧
行
を

め

ぐ

り

て
愚 、
口

論
・

文
筆
活

　
動

に

精
勵
す。

十
二

月、

東
京
裁
剣
に

關
す

る

重
要
な

未
公

開
資
料
の

あ

る

事
を

　
知

る
。

卒
成
三

年
。

四

月、

同
志
七

人

と

諮
り

「

東
京
裁
到
却
下

未
提
出

辯
護
側
資
料
編
纂

　
同
行
會
」

を

結
成
し、

そ
の

代
表

と

し

て

未
公
刊
資
料
の

編
纂
に

從
事
す

る

こ

と

　
と

な

る
。

f
一

月、

海
上

自

衞
隊

佐
世

保
地

方
總
監

部
及
び

第
22
航
室
群
大

村
基

　
地
に

赴
き

、

教
育
講
話
に

奉

仕
す

。

此

を

端
緒
と

し、

以

後
連
年
國
内
十
六
の

地

　
方
總
監

部
．

術
科
學
校
・

幹
部
學

校
・

教
育
隊
・

基

地
幹
部
會
等
の

教
育
訓
練
に

　
出
講
す

。

自

記

年

譜

小
堀
桂皿
郎

卒
成
四

年
。

一

月、

今
上

天

皐

の

御
訪
中
問
題
起
り、

以

後
圭

と

し

て

産
經
新
聞

　
「

正

論
」

欄
を

舞
臺
に

張
硬
な

る

御
訪
中
反
對
の

論
陣
を

張
る

。

二

月、

東
京
裁

　

剣
未
公

刊
資
料
編
纂
事
業
の

最
有
力

の

盟
友
た

り

し

星
運
吉
辯
護
士

の

急
逝

に

遭

　
ひ、

衝
撃
強
し。

四

月、

初

め

て

明

星

大
學
日

本
文

化
學
部
に

非
常
勤
講
師
と

し

　
て

出
講
す

。

こ

れ

よ

り

前、

兒

モ

三

夫

氏、

井
上

英

明
氏
の

知
遇
に

感
ず
る

所
あ

　
り、

退
官
後
本
學
に

専
任
教
授
と

し

て

赴
任

す
る

こ

と

を

約
す

。

十

月、

恆
例
の

　

海
上

自
衞
隊
觀
艦
式

招
待
に

初
め

て

妻
f
を

帶
同
す。

乘
艦

は

「

う
み

ぎ

り
」

。

　
十
二

月、

昭

和
六

十
三

年
八

月
の

潛
水

艦
「

な

だ

し

お
」

と

遊
漁
船
富
士
丸
と

の

　
衝
突
事
件
に

係
る

裁
剣
の

開
始
に

當
り、
「

な
だ

し

お
」

辯
護
の

論
陣
を

張
る

べ

　
く

資
料
の

蒐
集
に

努
む

。

海
上

幕
僚
監
部
及

び

當
事
者
の

協
力

を

請
ふ
。

牛

成
五

年
。

四

月、

島
田

譁
二

教
授
の

逝

去
に

遭
ふ

。

五

月、

六

月、

七

月、
「

正

　
論
」

誌

上

に

て

「

な

だ

し

お
」

有
罪
の

到
決
を

嚴

し

く

批
到
す。

九
月、

大
學
院

　
比
較
文

學
比

較
文
化
專
門
課
程
の

學
生
一

統
（

約
三

十

名
）

を

引

率
し

て

御
盛
儀

　
を

擦
へ

た

る

伊
勢
皇
大

神
宮
に

正

式
參
拜
す

。

次
い

で

宿
願
の

大

和
三

輪
山
の

御

　
登
拜
を

果
し、

山

の

邊

の

路
を

歩
く。

十

月、

伊
勢
神
宮
式
年
遷

宮
の

重

儀
に

際

　
し、

臨
時
出
仕
と

し

て

内
宮

垣

内
の

庭
燎
番

を

務
む

。

以

後
神
宮
崇
敬
會
と

の

縁

　
故
深
く

な

る
。

季
成
六

年。

三

月、

東
京
大

學
を

定
年
退

官
す。

〔
職
歴
・

事
歴
・

二
〕
（

明

星

大

學
着
任
以

降
）

雫
成
六

年。

四

月、

明

星

大

學

日

本
文

化
學
部
に

專
任
教
授
と

し

て

着

任
す

。

八

月、

　
村
尾

次
郎
博
士

の

慫
慂
に

よ

り

凵

華
交
流
教
育
會
々

長
の

任
を

引
受
く

。

ト一
、

月
、

　
前
記

會
長
と

し

て

臺
灣
に

赴

き

交

流
教
育
會
研
究

會
に

て

講
演
す

。

古

田

島
洋
介

　
氏

通

譯
を

務
む

。

臺
灣
に

舊
友
少

か

ら

ず、

舊
交
を

暖
む

る

機
會
と

な

る
。

以

後

　
隔
年
に

こ

の

學
會冖
の

た

め

渡

臺
す

。

占
田

島
氏

常
に

名

通

譯
た

り
。

季
成

七

年。

二

月、
『

東
京
裁
剣
却
下
未
提
出
辯
護
側
資
料
』

全

八

卷
の

前
牛
部
刊9
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明

犀

大

学
研

究

紀
娑
【

H
本
文
化
学
部
・
言
語

文

化

学
科
】

第
十
二

号

　
二

〇
〇
四

年

　
行
成
る

。

二

月、

同

上

後
牛
部
刊

石
威
り、

出
版
事
業
完
成
す。

四

月、

か

ね

て

　
よ

り

懸
案
の

日

米
戰
爭
休
戰
五

十

周
年
記

念
な

る

硫
黄
島
戰
歿
者
鎭
魂
上

俵
入

催

　
行
の

議
熟
し、
「

い

お

う
會
」

代
表
と

し

て

口

本
相
撲
協
會
出
羽
の

海
理

事
長
と

　
提
携
し、

防
衞
廳
に

協
力

要
請
の

折
衝
を

始
む

。

室
自
・

海
自
の

制
服
組
幹
部
に

　
辱

知

の

現

役
多
く、

極
め

て

順
調
に

進

展
す。

實
地

檢
分
の

た

め

硫
黄
島
に

渡
る
。

　
六

月、

硫
黄
島
に

て

兩

横
綱
に

よ

る

日

米
兩
國
戰
歿

者
鎭
魂
の

土

俵
入

を

無
事
擧

　
行
す。

當
時
横
綱
は

曙
關
と

貴
ノ

花
關
な

り。

七

月、

島
田

謹
二

教
授
の

藏
書
を

　
青
梅
校

舍
圖
書
館
に

受
贈
す
べ

く

手
續
を

取

る
。

九

月、

京
都
府
の

民
間

鴎
外
研

　
究
家
伊
逹
一

男
氏
の

遺
品
藏
書
を

青

梅
校
舎
圖
書
館
に

收
納
す

る

た

め、

井
上

英

　
明
氏
と
共

に

丹
後
峰
山

の

伊
達
家
に

赴
く。

十
二

月、

『

東
京
裁
判
却
下
未
提
出

　
辯
護

側
資
料
』

全
八

卷
の

出
版
に

對
し

第
四

ト一．．
囘
菊
池

寛
賞
を

贈
ら

る

る

こ

と

　
と

な

り、

刊
行
會
代

表
と

し

て

授
賞
式
に

出
席
す

。

干
成
八

年
。

六

月
、

井
上

英
明
氏
日

本
文
化
學
部
共
同
研
究
の

計
畫

を

發

案
せ

し

に

　
よ

り、

共
に

構
想
を

練
り、

實
現
に

盡
力

す
。

十
月

、

租
父
小

堀
鞆
音
の

郷
里

栃

　
木
縣
佐
野

市
に

て

生

家
跡
に

地

元
有
志
に

よ

る

畫
業
顯

彰
碑
建
立

の

事
あ

り、

除

　
幕
式
に

出

席
す

。

季
成

九

年
。

三

月、
『

新
編
日

本
史
』

編
纂
委
員
會
の

母

體
た

り

し

「

日

本
を

守
る

　
國
民

會
議
」

を

改

組
し

、

「

日

本
會
議
」

と

名
稱
を

改
め、

黛
敏
郎
氏
を

會
長
と

　
し

て

新
發
足

の

議
決
る

。

副
會
長
を

委
囑
さ

る
。

四

月、

黛
敏
郎
氏
急
逝

す
。

同

　
月、

最
高
裁
に

於
け

る

「

愛
媛
玉

串
料
訴
訟
」

の

遺
憲
到
決
並

に

到
決
の

事
前
漏

　
洩
事
件
に

際
會
し
、

同
志
と

共
に

批
到
運

動
を

展
開
す。

三

好
逹

最
高
裁
長
官
の

　
「

少

數
意
見
」

に

わ

つ

か

に

救
は

れ

た

る

思

ひ

を

懷
く
。

同
月
二

十
八

日、

入

江

　
隆
則、

井
尻
千
男
兩

氏
と

企

畫
し

た

る

「

圭

權
囘
復
記

念
國
民

集
會
」

の

初

囘

を

　
九

段
會
館
に

催
す。

以
後
連

年
こ

の

日

に

開
催
し

現
在
に

至
る
。

五

月、

臺
北

に

　
於
け

る

日

臺
關
係
シ

ン

ポ

ジ

ウ
ム

に

出
席、

多
く

の

舊
友
に

再

會
し、

又

李
登

輝

10

　
總
統
を

訪
問、

懇
談
す

。

六

月、

韓
國
ソ

ウ
ル

市
に

て

の

ア

ジ

ア

國
際
比

較
文
學

　
會
に

出
席
し、

此

地

に

て

も

多
く

の

知
友
と

舊
交
を

暖
む。

季
成

十
年

。

ゴ ．
月、

口

本
文
化
學
部
共

同
研
究
論
集
第
一

輯
『

普
遍

文
明

と

民
族
文

　
化
』

を

刊
行

す
。

十
月、

靖
國
紳
瓧
崇
敬
奉
讚
會
設
立

總
會
あ

り、

常
務
理

事
を

　
委
囑
さ

る
。

孕

成
卜
一

年。

三

月、

學
部
共

同
研

究
論
集
第
二

輯
『

表
現

−
目
的
と

手
段
』

を

　
刊
行

す
。

四

月、

日

江
井
榮
二

郎
氏

の

慫
慂
に

よ

り

圏

書
館
長
の

職
を

引
受
く

。

　
本
學

に

て

は
一

切
の

役
職
を

免
ぜ

ら

る
べ

き

こ

と

着
任
時
の

條
件
と

し

て

お

き

た

　
り

し

が
、

日

江
井
氏
の

懇
望

に

よ

り

當
方
よ

り

約
を

枉
げ
た

る

な

り。

七

月、

靖

　

國
神
杜
遊
就
館
展

示
構
成
檢
討
委
員

を

委
囑
せ

ら

れ、

諾
す。

十
二

月、

圖

書
館

　

間
蓮
絡
會
議
を

定
例
に

開
く

事
と

し
、

業
務
整

備
に

少
し

く

改

善
を

試
む

。

雫
成

十
二

年
。

二

月、

右

の

方
針
に

基
き、

い

わ

き

明

星

大
學
圖

書
館
を

訪
ひ、

相

　
互

に

現
状
を

把
握
し

置

か

ん

こ

と

を

諮
る

。

三

月、

學
部
共

同
研
究

論
集

第一、一
輯

　
『

想
像
力

と

現

實
拙
寫
』

を

刊
行
す

。

四

月
、

昭

和
五

十

八

年

の

合
宿
教
室
以

來

　

關
係
親
密
な

り

し

國
民

文
化
研
究
會
に

顧
問
た
る

こ

と

を

諾
す

。

同
月、

伊
勢
祚

　

宮
崇
敬
會
理

事
就
任
を

諾
す

。

以

後
伊
勢
に

赴
く

事
頻
繁
と

な

る
。

六

月、

靖
國

　

神
吐
遊

就
館
の

増
改
築
計
盡
に

件
ひ、

設

計
檢
討
委
員

と

な

り、

度
々

會
合
し

て

　

討
議
を

盡
す

。

七

月、

東
京
大
學
に

教
官
の

停
年
延
長

問
題
生

じ、

意

見
を

同

じ

　

く

す

る

退

官

教
授
諸
氏
と
會冖
同
し

て

反
對
運

動
を

起
す

も

功
を

奏
せ

ず。

十
月、

　

恆
例
の

海
上

自
衞
除
觀
艦
式
に

際
し

「

し

ら

ね
」

艦
上

に「
∴

好
逹

前
最
高
裁
到
所

　

長

官
の

面

識
を

得、

察
席
を

續
け

ゐ

た

る

日

本

會
議
會
長
人

事
に

つ

き

私
か

に

展

　

望
を

開
く

。

十
二

月
、

防
衞
廳
の

市
谷

臺
一

號
館
保
存
問
題
に

つ

き

同
憂
の

人
々

　

と

會
合
を

開
く。

牛

成

十
三

年
。

二

月、

フ

ジ

サ
ン

ケ

イ

グ
ル

ー

プ

よ

り

第
十
六

囘
正

論
大
賞
を

贈
ら

　

れ、

記
念
祝
宴
に

學
部
同

僚
多
く

の

出
席
を

得
る
。

受
賞
に

よ

り
三

月
大
阪、

四
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月

東
京、

六

月
兵

庫
で

の

記
念
講
演
そ

の

他
の

催
し

多
く、

疲
勞
す

。

三

月、

學

　
部
共

同
研
究

論
集
第
四

輯
『

傳
統
と

前
衞
』

を

刊
行
す。

四

月、

島
田

謹
二

氏

御

　
遺
族
よ

り

「

島
田

謹
二

學
藝
奬
勵
賞
一

設

立

の

相
談
を

受
け

、

構
想
を

練
る
。

同

　
月、

か

ね

て

乃
木
神
瓧
崇
敬
會
「

中

央
乃

木
會
」

會
長

た

ら

ん

こ

と

を

請
は

れ

ゐ

　
た

り

し

所、

御
祭
紳
と

岨

父

と

の

因

縁
を

顧
み

て

應

諾、

春
秋
の

例
大
祭
に

祭
文

　
を

草
し、

奏
上

す
る

慣
ひ

と

な

る
。

五

月、

明
星

大

學
兒

モ

記

念
圖

書
館
開
館
二

　
十
五

周

年
記

念
事
業
と

し

て
、

所
藏
貴
重
圖

書
圖

録
を

編
纂
刊
行
せ

ん

こ

と

を

發

　
案

し、

口

江

井
氏
の

贊
同
を

得
。

六

月、

同

土

企
畫
途

行
の

た

め

精
興
吐
と

の

協

　
議
に

入

る
。

十
一

月、

シ

ェ

イ

ク

ス

ピ

ア

ホ

ー

ル

に

て

兒
玉

記

念
圖

書
館
二

卜
五

　
周

年
の

記

念

式

典

を

擧
行、

渡
部
昇
一

氏
を

記

念
講
演
の

講
師
に

招
く
。

十
二

月、

　
記

念
出
版
の

貴
重

書
圖

録
完
威
す

。

同

月、

二

好
達
氏

を

日

本
會
議
會
長

に

推
戴

　
の

案
件
成
就

す。

李
成
卜
四

年。

二

月、

同

憂
諸
家
の

協
力
を

得
て

「

ゆ

と

り

数
育

が

國

を

滅
す
』

を

　
編
纂、

小
學
館
よ

り

刊
行
す

。

幸
ぴ

に

し

て

廣
く

反
響
と

支
持
を

得。

三

月、

學

　
部
共

同
研
究
論
集
第

五

輯
『

古
典
と

先
逹
』

を

刊
行
す。

五

月、

國
語
問
題
協
議

　
會
理

事
と

し

て

編
纂

に

參
加

し

た

る

『

卒
成
新
選
百
人
一

首
』

刊
行
成
る

。

八

月、

　
明
治

天
皇
御
生

誕
百

五

十
年
記

念
に

明

治

伸
宮
の

募
集
し

た

る

懸

賞
應
募
論
文
の

　
審
査
に

從
事
す

。

十

月、

海
上

自

衞
隊
創

設
以
來
初
め

て

の

國
際
観
艦
式
に

招
か

　
る
。

乘
艦
は
「

し

ま
か

ぜ
」 。

平
威
十

五

年
。

二

月、

富
士

川

英
郎
老

師
の

逝

去
に

遭

ふ
。

三

月、

學
部
⊥ハ
同

研
究

　
論
集
第
六

輯
『

表
現
（
H

）

　
　

言

葉
と

形

象
』

を

田
行
す

。

七

月、

國
語
問

題

　
協
議
會
よ

り

執
筆
を

委
囑
さ

れ

た

る

『

李
成
新
選
百

人
一

首
』

の

姉
妹
篇
『

和
歌

　
に

見

る

日

本
の

心
』

思

ひ

が

け

ぬ

大
册

（

五

八

〇
頁
）

と

な

り

て

刊
行
さ

る
。

佐

　
久

間
美
智
了
氏

に

よ

る

装
釘
意
匠
並

に

占
風

大

和
繪
を

用
ゐ

し

冂

繪
六

葉
好
評
を

　
博
す

。

同

月、

舊
著
『

東
京
裁
到
　
日

本
の

辯
明
』

の

英
語

版

完
威

し

迭
本
し

來

自

記

年

譜

小
堀
桂
．

郎

　
る

。

十
月、

海
上

白
衞
隊

觀
艦
式
に

て

初
め

て

イ

ー

ジ

ス

艦
「

き

り

し

ま
」

に

搭

　
乘
し、

そ

の

性
能
に

つ

き

詳
細
の

説
明

を

聽
く
。

十
一

月、

自
衞
除
記
念
日

に

海

　
上

幕
僚
長
古
庄
幸
一

海
將
よ

り、

過
去
卜

二

年
間
の

幹
部
教
育
へ

の

貢
獻
に

つ

き

　
感
謝
状
と

記

念
盾

を

膾
ら

る
。

平
成
十
六

年
。

一

月、

終
講
に

際
し、

自
主
ゼ

ミ

ナ

ー

ル

を

企

畫

し

實
行
し

た

る
、．

　
人
の

學
生

（
二

年

生
）

に

對
し

自
著
を

贈

り

て

そ

の

勞
を

犒
ひ
、

且

つ

好
學
の

志

　
を

賞
す。
．一

月、

學
部
共
同
研
究
論
集
第

七

輯
『

時
間
と

空
間
』

を

刊
行
す。

同

　
月、

明

星

大

學
日

本
文
化
學
部
を

退
職。
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